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ル
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読
ま
さ
れ
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書
室
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小
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「
日
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ど
う
死
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き
か
」養
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司
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著
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働
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仕
事
と
子
育
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両
立
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日
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Ａ
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／
編

「�

医
者
の
嘘
」

石
井　
　

光
／
著

「
３
６
５
日
。小
さ
な
レ
シ
ピ
と
、日
々
の
こ
と
」

渡
辺　

有
子
／
著

「
北
海
道
く
ら
し
の
花
レ
シ
ピ
」森　

　

直
子
／
著

「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
ク
イ
ズ
王
」

原　

ゆ
た
か
／
作

「
へ
い
わ
っ
て
す
て
き
だ
ね
」

安
里　

有
生
／
詩

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

雪の丘や野原をのんび
り歩いてみたい！
歩くスキーやスノーシ
ュー（西洋かんじき）な
どの道具の使い方から、
スマートフォンＧＰＳ
（位置情報計測システ
ム）の活用法と低体温
症対策、植物・野鳥観察
の方法などを解説。
道東からは、摩周湖外
輪山や塘路湖サルルン
展望台、オンネトーな
どのコースを紹介。

お
す
す
め
の
新
刊

北海道の山メーリングリスト／編

☆�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索

　
予
約
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
・
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、図
書
館
の
本
の
検
索
・
予

約
が
で
き
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
「
弟
子
屈
町
図
書
館
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
蔵
書
検
索
」か
ら
、図
書
館
に
あ
る
本
を
探

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
予
約
サ
ー
ビ
ス
』に
登
録
す
る
と
、
ご
自

分
で
本
の
予
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

貸
し
出
し
準
備
が
整
い
ま
し
た
ら
、
メ
ー

ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
サ
ー
ビ
ス
の
登

録
方
法
／
次
の
も
の
を
ご
用
意
の
上
、

図
書
館
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。


弟
子
屈
町
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド

�

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　
（
免
許
証
、健
康
保
険
証
、学
生
証
な
ど
）


本
人
専
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

【�

今
月
の
休
館
日
】２
日
㈪
・
９
日
㈪
・
11
日

㈬（
建
国
記
念
の
日
）・
16
日
㈪
・
23
日
㈪
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最新版 北海道スノーハイキング

川湯エコミュージアムセンター（ＥＭＣ） ☎４８３‐４１００ URL http://www6.marimo.or.jp/k_emc/
２月は9:00～16:00開館（水曜日休館）　１、７、８、14、15、21、22日は21:00まで開館！

　

今
月
の「
寒
く

て
美
し
い
」歩
く

コ
ー
ス
は
、
摩

周
湖
第
１
展
望

台
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
で
す
。

　

摩
周
湖
と
川

湯
を
つ
な
ぐ
道

道
は
、
毎
年
11

月
か
ら
翌
年
４
月
下
旬
ま
で
通
行
止

め
と
な
り
ま
す
が
、冬
を
楽
し
む
人
た

ち
に
は
コ
コ
が
人
気
で
す
。多
い
と
き

の
積
雪
量
は
２
㍍
を
超
え
、交
通
標
識

の
最
上
部
が
足
元
に
。そ
ん
な
地
点
を

ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
な
ど

で
歩
く
た

め
、
車
窓

な
ど
か
ら

眺
め
る
も

の
と
は
全

く
違
う
高

～川湯の森から～

さ
の
風
景
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま

す
。道
を
挟
ん
で
左
右
に
広
が
る
摩

周
と
屈
斜
路
、そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ル
デ
ラ

に
空
や
湖
や
樹
氷
な
ど
が
彩
り
を
添

え
る
眺
望
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

道
に
迷
う
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

標
高
の
高
い
場
所
な
の
で
風
が
強
く

吹
い
た
り
、
天
候
が
急
変
し
た
り
す

る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。防

寒
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、早
め
に
引
き
返

す
と
い
う
判
断
も
必
要
で
す
。ま
た
、

雪せ
っ

庇ぴ

の
張
り
出
し
が
多
い
尾
根
伝
い

を
歩
き
続
け
る
の
は
危
険
で
す
。

　

川
湯
Ｅ
Ｍ
Ｃ
で
は
、
２
月
22
日
㈰

に
自
然
ふ
れ
あ
い
行
事「
摩
周
外
輪
山

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ウ
オ
ー
ク
」を
企
画
し

て
い
ま
す
。動
物
の
痕
跡
や
自
然
環

境
に
つ
い
て
の
解
説
を
聞
き
な
が

ら
、
雪
道
を
歩
く
コ
ツ
を
つ
か
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
す
か
？
当
館
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

雄大なカルデラを実感できます！

冬ならではの景色を楽しんでみませんか

夜間開館を
行っています！

　寒さ厳しい川湯温泉の冬を温

かく過ごすイベント「ダイヤモンド

ダスト in KAWAYU」が今年も行われ

ています。

　川湯ＥＭＣでは、開催期間中の

毎週土・日曜日、通常16時までの開

館時間を21時まで延長しています。

ぜひ、冷えた身体を温めにお立ち

寄りください。暖炉をつけてお待

ちしています！

▼  夜間開館日／２月１、７、８、

14、15、21、22日

※ イベントが中止のときや天候に

よっては、時間を変更する場合が

ありますので、ご了承ください。

一
味
違
う
夜
の
Ｅ
Ｍ
Ｃ
へ
ぜ
ひ

『発見！てしかが人』参加者を募集します
てしかがえこまち推進協議会温泉街部会

　てしかがえこまち推進協議会温泉街部会では、講座「発見！てしかが人」を開催しています。
　大自然や温泉に恵まれた弟子屈というまち。古くからここに暮らし、地元のことを語り伝える人。地元の自然や文化
を研究する人。さまざまな知識やスキル（能力）を持つ都会からの移住者。その多くの方は、名前は知っていても、どのよ
うな経歴を持ち、どのようなことをされているかは、ほとんど知ることもありません。
　「発見！てしかが人」では、このような方々にお会いし、お話を聞くことによって、その方を理解し、親交を深め、弟子
屈を再発見することを目標としています。そのため、お話のフィールドは、お話にちなんだ場所です。
　「てしかが人」の懐に深く入り、弟子屈の魅力を再発見してみませんか。

❑�第13回『弟子屈町の水道』

▼日時／２月３日㈫　13時30分～15時

▼場所／役場　委員会室

▼講師／坂井�宏さん（役場水道課長・平成25年４月から現職）
　　　　　1978（昭和53）年　釧路工業高等専門学校建築科卒業
　　　　　1981（昭和56）年　弟子屈町役場入庁

▼内容／�本町は主に湧き水や川の水、地下水を水源として、安心して飲める水を各家庭に送り出しています。「水道の
水はどこからくるの？」をテーマにお話しします。

❑�第14回『商業映像からアートへ』

▼日時／２月10日㈫　17時～18時

▼場所／A
ア ー ト イ ン

RtINn 極寒藝
げい

術
じゅつ

伝染装置（川湯神社�北隣）

▼講師／今井�善昭さん（アートプロデューサー）
　　　　　映像を制作して30余年。温泉番組の制作は500本を超える。取材の過程で弟子屈に出会い、庵を構える。
　　　　　また、アート（芸術）を取材してその魅力にはまり、現在、川湯でアートによる町おこしを自ら実践中。

▼内容／�今井さんが手がける「泊まれる美術館」「雪の杜
もり

美術館」を見学。てしかがARtフェスティバルのため来町中のアー
ティストからもお話を聞きます。その後、アーティストを囲んで「ふしぎや」（川湯）で懇親会。尺八演奏やライ
ブペインティング（音楽に合わせて即興で絵を描くこと）も行われます。

※参加料は１回につき500円（高校生以下無料）
※現地集合・現地解散
※�当日参加もできますが、なるべく事前のご予約をお願いします。
❑�予約・問い合わせ先／てしかがえこまち推進協議会温泉街部会　酒巻☎０９０‐６４４６‐７２３０まで。

問い合わせ先／てしかがえこまち推進協議会事務局（役場観光商工課観光振興係☎４８２‐２９４０（課直通））

２月の予定

これまでの内容
第10回『弟子屈の温泉＆観光業』（1/13）
　温泉についての講師は、お宿 欣喜湯 常務取締役の榎本浩士
さん。
　17世紀、モンテーニュ（フランス）の温泉湯治では、飲泉は下
剤として利用されていたそうです。小説や映画の中に登場する
温泉場は非日常の世界であり、今後は温泉場の人情や人との接
点を求めて温泉を利用することが増えていくのでは、とのお話
がありました。
　観光業についての講師は、川湯観光ホテル 代表取締役の中嶋
康雄さん。
　川湯温泉の入り込みは、1991～1992年くらいがピークで、そ
の後は宿泊者数、客単価ともに下がっていると説明。旅行代理
店主体の旅行から個人旅行に変化してきていて、この変化に対
応できていない。同ホテルの取り組みを例に、観光の変遷の様
子が紹介されました。

講
師
の
話
を
受
け
て
感
想
を
述
べ
る
参
加
者


